


宇美町のプロフィール

【宇美町はこんな町です】

●福岡都市圏に属する
糟屋郡の町です。

●西は大野城市・福岡市,
北西は志免町,北は須恵町,
東は飯塚市,南は太宰府市,

筑紫野市にそれぞれ隣接
しています。

ここです
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●東部は、三郡山系 砥石山（828ｍ）,三郡山（936ｍ）,頭巾山
（901ｍ）,仏頂山（868ｍ）南部は、四王寺山塊の大城山（410
ｍ）に囲まれています。
●町の面積（30.21k㎡）のおよそ6割が豊かな森林です。
●人口37,348人（Ｈ28.5.31現在）の町です。
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宇美町役場 都市計画課

一本松公園（昭和の森）

●三郡山の麓、標高300ｍに
位置しています。

●「福岡県森林浴100選」に
選ばれています。

●キャンプ場や渓流の水遊び場
などがあります。

●桜、ツツジ、シャクナゲやホ
タル、紅葉、椿など四季を感じ
ることができます。
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宇美町役場 都市計画課

一本松公園から再生可能エネルギーを発信します！

●重点目標
都市機能の集約と自然、歴史的・文化的資源の活用
によるにぎわいの創出

道路整備や都市施設などの集約を行う
とともに、一本松公園（昭和の森）な
どの豊かな自然、宇美八幡宮や大野城
跡などの歴史的・文化的資源を活用し、
町民の交流や観光客・来訪者を増やし
て新たな町のにぎわいの創出を目指し
ます。

※第6次宇美町総合計画より抜粋

平成26年度 ７月～9月 一本松公園利用者 約8,200人
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宇美町役場 都市計画課

事業背景と目的

【第6次宇美町総合計画】

『水源の森』
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自然環境と公園・緑地・水辺の保全

一本松公園（昭和の森）の活性利用

一本松公園の利活用計画
検討・判断材料

背景

目的

小水力発電導入可能性調査

農業用水、水道用水としての暮らしの基盤



宇美町役場 都市計画課

調査項目

調査項目

分担 備 考

（有識者委員会

開催目安）

補助

事業者 委託

１．調査の背景と目的

① 調査の背景と目的の整理

２．現地調査

① 一本松公園の農業用水路等に関す

る調査

② 町内有識者からの聞き取りによる

小水力発電候補地調査

③候補地の水量に関する調査

３．先進地事例の調査

① 先進地に関する情報収集

② 先進地の現地調査（視察）

４．事業化可能性調査

① 一本松公園での導入仕様の検討

② 費用対効果の検証

５．方針策定

① 事業化に向けた施策の検討

② 次年度以降の事業化計画の策定

◎

○

○

○

○

◎

○

○

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

○

○

第１回

第２回

第３回

（凡例） ◎：主務 ○：補佐

１）実施体制
事務局…事業提案、補助金交付申請等
有識者会議…情報提供等
調査委託先…現地の可能性調査等

２）有識者会議

一本松公園の水と地域について最も知識を
有するのは、地元水利関係者、公園利用団体
と位置付け、必要に応じて会議を開催する。

《地域有識者》
・ホタルと清流の会
・宇美町体育協会 山の会
・障子岳農区水利組合
・福岡県エネルギー政策室(ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ)

実施体制

調査内容と実施体制
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宇美町役場 都市計画課

調査位置図(広域)
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一本松公園(昭和の森)

宇美町役場



宇美町役場 都市計画課

調査対象水系平面図
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調査対象地域

農業用水路

宇美川

宇美川はすべて、砂防指定区域
や土砂災害警戒区域等に指定

調査対象水系は規制の少な
い農業用水路水系に絞り込み



宇美町役場 都市計画課

発電候補地の適地選定要素

小水力発電 水の持つ「未利用エネルギー」を取り出す仕組み

未利用のエネルギーの大きさ、すなわち「発電ポテンシャル」を確かめること
が候補地点を探す第１歩となる。

発電ポテンシャルは、その候補地点を流れる水の

流量［m3/s］と落差［m］にて決定される。
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発電ポテンシャルの算定式（水力発電の基本公式）

発電機出力 Ｐ＝ 9.8× Ｑ× Ｈ× η

ここに、Ｐ ：発電できる電力で、単位は［kW］
9.8：重力加速度
Ｑ ：水車を通過する流量で、単位は［m3/s］
Ｈ ：有効落差で、単位は［m］
η ：水車と発電機の総合効率で、通常は0.5～0.7程度



宇美町役場 都市計画課

発電候補地の選定

発電候補地選定

落差が大きい地点
(用水路流量は、各候補地
で、同程度のため)

４箇所を選定

（発電候補地1～4）
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発電候補地１

発電候補地２

発電候補地３

発電候補地４

対象水系：公園内農業用水路

発電候補地１発電候補地２

発電候補地３発電候補地４



宇美町役場 都市計画課

発電候補地の適地判定

適地判定
落差Ｈと平均流量Ｑの調査結果から、発電機出力（ポテンシャル）を算

出して選定表に整理した。

適地選定表より、発電候補地点１が他の候補地点の約３倍の発電ポテン
シャルを保有していることから、発電候補適地と判定した。

⇒発電候補１を適地と判定
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発電候補地点の適地選定表

Ｈ 発電機出力 Ｐ

有効落差 最小 最大 平均 η=0.6

(m) （m3/s） （m3/s） （m3/s） (kw)

発電候補地① 9.2 0.057 0.100 0.079 4.3 ○

発電候補地② 2.9 0.033 0.123 0.079 1.3 ×

発電候補地③ 3.3 0.031 0.114 0.072 1.4 △

発電候補地④ 2.1 0.029 0.109 0.070 0.9 ×

流　量 Ｑ
発電候
補地点

適地判定



宇美町役場 都市計画課

小水力発電予定地現況写真

取水予定地点

小水力発電予定地遠景 水車設置予定地
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発電候補地(適地１)の概要



宇美町役場 都市計画課

水車の一次選定

水車一次選定
水車選定図より選定

した結果、一本松公園

内候補地点で選定され

る水車形式は、ポンプ

逆転水車、プロペラ水

車(インライン式)となる。

は、有効落差＝9.2m
水量＝0.079m3/s

水車選定図

「ハイドロバレー計画ガイドブック」P5-15より
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発電候補地①



宇美町役場 都市計画課

水車の二次選定
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プロペラ水車とポンプ
逆転水車による二次選
定の結果、経済性で有
利となるプロペラ水車
を、一本松公園適地の

水車として選定する。

一本松公園の水車２次選定表

有効落差 オーダーメイドのため設置箇所による 2.0～100m

水量 オーダーメイドのため設置箇所による 0.1～0.7㎥/s
出力 オーダーメイドのため設置箇所による 3～100kW

※都度問合せによる。 ※都度問合せによる。

オーダーメイドのため設置箇所による
参考）2000万程度（本地区）設計費、工事費別

※都度問合せによる。

■水車に発電機を搭載したレイアウトの場合、省スペースで
設置可能。
■水圧を感知しロボシリンダーを作動してガイド弁を開放す
ることで流量調整が行うシステムを搭載。
■設置箇所毎に水車をオーダーメイドするため幅広い用途で
の活用が可能。

■水車に発電機を搭載したタイプの省スペースでも設置可
能。
■流量の変化に応じた最適な回転速度で運転が可能。
■流量・落差ともに幅広い用途での活用が可能。

①圧力配管設置により、管路に直接水車を設置する。
②ポンプ逆転水車よりも経済的であること。
③九州管内で、類似形式の農業用水力発電の実績がある。

上記から、最適な水車として選定した

①圧力配管にバイパス管を付設し水車を設置する。
②設置するのみ他よりスペースが必要になる。
③プロペラ水車よりも高価であること。

上記から、次位候補と判定した。

43,500千円 70,300千円

○

その他

概算事業費

判定 △

総合効率(最高値、目安)

水車発電機価格(目安)

特　　長

水車のタイプ プロペラ水車 ポンプ逆転水車

写真

適用
範囲

メーカー 株式会社　興栄 株式会社　石垣

名称 ロボシリンダー付プロペラ水車 両吸込渦巻水車

水車

発電機



宇美町役場 都市計画課

水車設置断面計画

水車設置箇所縦断面図

A

A断面
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A

水車発電機

空気弁

取水工

水車発電機制御盤
落
差

1
0
.
0
m

管水路工 VP300



宇美町役場 都市計画課

発電規模及び電力量

一本松公園小水力発電の規模、電力量
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項目 規模・電力量 計算式

発電出力 （P） ４．３(kw)

9.8×有効落差Ｈ×流量Q×水車効率ηt×発電機効率
ηg
＝9.8×9.2×0.079×0.60

日発電電力量
（ｅ）

103.2(kw)
発電出力Ｐ(kW)×24(時間)
＝4.3×24

年間発電電力量
（Ｅ）

35,784(kwh)
日発電電力量e(kwh)×365(日)×実稼働係数
＝103.2×365×0.95
( 民家10軒分相当の電力、1世帯当たり300kwh/月、

年間3,600kwh )

出典：電気事業連合会



宇美町役場 都市計画課

経済性の評価

経済性評価

フィージビリティスタディ（実現可能性調査）

発電から20年間（固定価格買取り制度の適

用期間）の収支計算を行う。
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収入(20年間)
①自家消費電力料金
②売電料金

Σ①～②＝収入

支出(20年間)
③減価償却費
④借入金利息の返済
⑤人件費
⑥修繕費
⑦諸費
⑧一般管理費

Σ③～⑧＝支出

対 比



宇美町役場 都市計画課

経済性の評価

経済性評価判定

採算性の評価については、年間の発電電力量による収入額と、発電所を
管理運営するための必要経費からなる支出額を比較し、収支バランスから
判断する。

すなわち、以下で判断を行う。

収入(①＋②)－支出(Σ③～⑧) ≧０ の時 ・・・・・・事業化可能(○)
収入(①＋②)－支出(Σ③～⑧) ＜０ の時 ・・・・・・事業化困難(×)

一本松公園小水力発電候補地点１において、プロペラ水車を設置した
場合の経済性評価表を次に示す。
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宇美町役場 都市計画課

経済性評価表-----全量売電時
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－ ＫＷｈ

35,784 ＫＷｈ

①自家消費電力料金

②余剰電力売電料金 26,280 （千円）

26,280 （千円）

③減価償却費 43,500 （千円）

④借入金利息の返済 9,706 （千円）

53,206 （千円）

⑤人件費 1,479 （千円）

⑥修繕費 4,267 （千円）

⑦諸費 2,697 （千円）

間接費 ⑧一般管理費 1,013 （千円）

9,456 （千円）

62,662 （千円）

支出

C 36,059 （千円）

収支
A  -  C

-9,779 （千円）

支出

D 27,124 （千円）

収支
A  -  D

-844 （千円）

補助率
（③+④）×33.3%+⑤+⑥+⑦+⑧

経済性の評価 ×

66.7 %の場合

収　　　支  (全体)
Ａ　－　Ｂ

-36,382 （千円） 経済性の評価 ×

補助率
（③+④）×50%+⑤+⑥+⑦+⑧

経済性の評価 ×

50.0 %の場合

⑤+⑥+⑦+⑧維持管理費

Ｂ　　合計

支
出

(

2
0
年

)

③＋④　建設費

直接費

余剰電力量

収
入

A　　　計

小水力発電経済性の評価表（プロペラ水車）----全量売電

地区名 一本松公園

水車タイプ プロペラ水車

自家消費電力量

補助金を見込んでも実現困難

27,174（千円）

-894（千円）



宇美町役場 都市計画課

経済性評価表-----自家消費＋余剰電力売電時

補助金を見込んでも実現困難

19,995 ＫＷｈ

15,789 ＫＷｈ

①自家消費電力料金 6,850 （千円）

②余剰電力売電料金 11,596 （千円）

18,446 （千円）

③減価償却費 43,500 （千円）

④借入金利息の返済 9,706 （千円）

53,206 （千円）

⑤人件費 1,479 （千円）

⑥修繕費 4,267 （千円）

⑦諸費 2,697 （千円）

間接費 ⑧一般管理費 1,013 （千円）

9,456 （千円）

62,662 （千円）

支出

C 36,059 （千円）

収支
A  -  C

-17,613 （千円）

支出

D 27,174 （千円）

収支
A  -  D

-8,728 （千円）

自家消費電力量

小水力発電経済性の評価表（プロペラ水車）----自家消費＋余剰売電

地区名 一本松公園

水車タイプ プロペラ水車

×

余剰電力量

収
入

A　　　計

支
出

(

2
0
年

)

③＋④　建設費

直接費

⑤+⑥+⑦+⑧維持管理費

Ｂ　　合計

収　　　支  (全体)
Ａ　－　Ｂ

-44,216 （千円） 経済性の評価

補助率
（③+④）×33.3%+⑤+⑥+⑦+⑧

経済性の評価 ×

66.7 %の場合

補助率
（③+④）×50%+⑤+⑥+⑦+⑧

経済性の評価 ×

50.0 %の場合

20

（4,565w×12h×365日）



宇美町役場 都市計画課

経済性の評価－評価

経済性の評価

位置：一本松公園候補地点①

水車：プロペラ水車

評価： 全量売電方式における経済性評価表より、全体として20年間の収支を計算すると、-36,382千

円となり、経済性では不適格となる。

また、公共事業の最大国庫負担２／３（66.7％）の補助を受けるとしても、-894千円となり、事業

化は困難であると判断される。

なお、平成26年度エネルギー庁の固定買取制度により設定された既存導水路活用中小水力

の固定買取価格（27円(税込み)/kwh）では、20年後に更新した場合には、-7,280千円となり、採

算が合わなくなることから、事業化は長期的に見ても困難と考えられる。

自家消費＋余剰電力売電とした場合の評価においても、全体として20年間の収支を計算する

と、-44,216千円（年-2,211千円）となり、経済性では全量売電のケースよりも、さらに不適格とな

る。

また、補助を適用しても収支としては、全量売電よりさらに厳しい収支結果となり、余剰電力売

電としても、事業化は困難と推定される。
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宇美町役場 都市計画課

［結論］

一本松公園内における小水力発電導入計画は、事業化が困難である

として見送る事となりました。

環境学習や地域振興の面においては、実施した方が良いとの意見もあ

りましたが、補助金等を活用して事業を実施しても採算が取れない見

通しである事が明らかとなりました。

事業化実施の為には、大幅なコストダウン等種々の課題があり、上記

判断に至りました。
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町の方針について



宇美町役場 都市計画課

ありがとうございました。

河原谷の大つらら（難所ヶ滝）


